
 

 

 

2022 年 9 月 13 日 

各     位 

会 社 名   株 式 会 社    ナ イ ガ イ  

        代表者名  代表取締役社長 今泉 賢治   

（コード番号 8013 東証スタンダード市場） 

問合せ先 取締役管理部門統括 市原 聡   

（ＴＥＬ  03－6230－1654） 

 

通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 

 最近の業績動向を踏まえ、2022 年３月 17 日に公表いたしました 2023 年１月期通期連結業績予想を下記のとおり修正

いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１． 2023 年１月期（2022 年 2 月 1日～2023 年１月 31 日）通期連結業績予想の修正 

                                            （単位：百万円）                                                                     

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に

帰属する  
当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ）  14,000 50 70 50 6 円 09 銭 

今回修正予想（Ｂ） 13,800 △540 △490 △540 △65 円 91 銭 

増減額  （Ｂ－Ａ） △200 △590 △560 △590  

増減率  （％） △1.4 ―  ―  ―     
（ご参考）前期実績 

（2022 年１月期） 
13,465 △89 △26 124 15 円 13 銭 

 

 

２． 修正の理由 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、想定を超えて長引く新型コロナウイルス感染症の影響および原

材料価格の高騰、急激な円安の進行等の複合的要因により、本日公表しました「2023 年 1 月期 第２四半期決算短信

[日本基準]（連結）」のとおり、大幅な減益となりました。 

第３四半期以降につきましても、エネルギー価格や原材料価格の高騰に加え、円安の影響による売上原価の上昇が

続くことから、利益面で第２四半期までの赤字を補うには至らず、当期の通期業績は赤字計上となる見込みとなりま

した。 

当社はこの結果を受け、今後の対策として、本日公表の「経営合理化策実施についてのお知らせ」のとおり、更な

るコスト構造の見直しを推し進めることで、来期以降の業績改善を目指すことといたしました。 

なお、合理化に伴う費用については、現時点での見積りが困難なため、上記には含まれておりません。算定が可能

となった時点で速やかにお知らせいたします。 

 

＊上記の予想は、現時点において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今後の様々な要因

により予想数値と異なる場合があり、当社グループの業績に大きく変動を及ぼす事象が発生した場合には速やかに

お知らせいたします。 

 

以 上    


